
本学園は、２０１６年９月に中長期計画を策定し、２０１７年度から２０３１年度までの１５年間を３つのフェーズに
分け、各フェーズでの目指すべき姿の実現に向けて事業計画を立案しております。

フェーズ１である「第１次５ヵ年計画（２０１７年度～２０２１年度）」においては､『持続的な学園運営のために、
学生・生徒数を維持・向上するための体制の確立』を学園全体の重点方針に掲げ、その方針を実現するための
部門重点方針（大学・高等学校・法人）をそれぞれ設定し、活動してまいりましたので、それらの活動結果をご報告
いたします。
「第１次５ヵ年計画」の５年間、各年度のアクションプラン・定量的なＫＰＩなど、設定した計画をＰＤＣＡサイクルで

進めることによって、年々事業活動のレベルを向上させ、結果、受験生や新入生数の増加、離学者数の低減などの
目に見える成果を上げることができました。

２０２２年度からは、フェーズ２である「第２次５ヵ年計画（２０２２年度～２０２６年度）」をスタートさせ、「第１次
５ヵ年計画」での継続課題も含め、教育・研究内容等の『質的レベルの向上』に取り組むことで、学園がこれまで
以上に地域社会に貢献でき、ＭＶ²で掲げた学園ビジョンが実現されるよう、これからも学園一丸となって取り組ん
でまいります。

「第1次5ヵ年計画」の総括（活動結果報告）について

 MV2で掲げたビジョン（15年

後の学園像）が実現されている
 学生・生徒数を維持しつつ、計

画が軌道修正され、教育内容や

学生レベルの質的向上が図ら

れている

 学園の継続に必要な学生・生徒

数を維持・向上するための体制

が確立されている

第1次5ヵ年計画
(2017-2021年度)

確実な学生・生徒確保体制の確立

第3次5ヵ年計画
(2027-2031年度)

あるべき姿の実現

目指す姿

第2次5ヵ年計画
(2022-2026年度)
質的レベルの向上

フェーズ1

フェーズ2

フェーズ3中長期計画
（2017-2031年度：15年間）

2031年度までの目指すべき姿
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活動結果

わずかに未達成であるが、
低減している

7％程度改善したが未達成

達成している

達成している

達成している
＊連携授業、入学前教育、生徒・保護者対象

大学説明会等を実施

未達成であるが、改善はしている

３学部で達成、１学部で未達成

1. 達成している
＊各学科の３ポリシーを確定。学科ごとにKPIを

策定し、活動実施

２．達成している
＊工学部・情報通信工学部において「キャリア形

成群」から「プロジェクトスキル形成群」に改編
などを実施

【大学】
取り組み内容 KPI/2021年度の目標値

重
点
方
針

学生の確保に向けた魅力ある大学への改革

 新入生の獲得

 離学者数の低減

 進路決定率関西№1の復活

 在籍者5,030名以上の維持（毎年度末）

離学率を4%まで
引き下げる

進路決定率を5年以内
10%以上引き上げる

入学定員を確保する
（1,250名）

在籍者5,030名以上の
維持

 高大接続強化 電通高校との高大一貫教育
の実施

 学生の確保に向けた入学者選抜制度の
改革

志願率8倍以上
（入学定員に対して）

入
学
者
確
保

偏差値の5ポイントアップ

教
育
・
研
究

 学科の競争力強化

 社会ニーズの変化に対応した柔軟な
学部学科の改組検討

1. 学科毎のコアコンピタンス
の明確化と具現化

2. 学科を主体とした専門性と
社会人基礎力を身に付ける
ためのカリキュラム策定



【大学】

 情報教育の強化
本学における特色としての打
ち出しを正課、社会貢献を含
めて実施する

取り組み内容 KPI/2021年度の目標値

運営
基盤

教
育
・
研
究

 大学院教育の充実及び大学院への
進学率の向上

1. 大学院修士課程入学者数
75名以上

2. 入試制度の改革

3. カリキュラムの見直し

 補助金の獲得強化
私立大学等改革総合支援
事業に選定される

 課外活動の活性化 在学生の学生団体への加入
率を30%まで引き上げる

達成している
＊数理・データサイエンス・ＡI教育プログラム

（リテラシーレベル）認定に向けた遠隔授業を
開講

＊ＩＣＴ社会教育センターを新設し、協定自治体を
中心にプログラミング教育に関する教員研修・
講演・模擬授業などを多数実施

活動結果

１．達成している
2. 達成している
＊学内進学を促進する入試制度に改善した

3. 達成している
＊工学研究科及び総合情報学研究科において、

1専攻複数コース制とし、これに伴うカリキュラ
ム見直しを実施

達成している
＊5年連続でいずれかのタイプで補助金獲得

 全学共通基礎教育を担う組織体制の構築
社会人基礎力を身に付けるた
めの教育組織の構築

 経営資源の配置
教員一人当たりの学生数を
28名まで引き下げる

 内部質保証システムの構築
各学科における外部評価の
実施

 資格取得の勧奨 資格取得年間受験者数の
倍増 （2015年度比）

達成している
＊２０１８年度から共通教育機構を新設し、推進

未達成

達成している
＊全学科において外部評価を受審

未達成ではあるが、増加している

未達成ではあるが、増加している
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活動結果

達成している

達成している

達成している

未達成

未達成であるが、低減している

未達成であるが、増加している

【高等学校】
取り組み内容 KPI/2021年度の目標値

重
点
方
針

生徒の確保に向けた特色ある高校づくり

 新入生の獲得

 退学者数の削減

 電通大への進学者の増加

 魅力ある教育の推進

収容定員充足【960名以上】
（各年度末の数値）

魅力ある教育の
推進への取り組
み

 「知」「徳」「体」を基本とした教育の実践

 退学者抑制に向けた生徒支援体制の充実
（カウンセリングの充実）

 電通大を中心とした高大連携の強化

 特色のある学校づくりに向けた
コース制／定員の見直し

入学定員充足率105%以上

受験志願者数1,000名

教
育
・
研
究

 教員評価の検討 教員評価制度の導入

退学者率3%未満

電通大への進学者数
（55%以上）

進路
決定率
（97％）

生徒活動
奨励賞
（65件）

運営
基盤

わずかに未達成

達成している
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【法人】
取り組み内容 KPI/2021年度の目標値

重点
方針

 持続的な学園運営の基盤となる強固な
体制整備

―

運
営
基
盤

活動結果

―

 人事処遇制度の再構築

1. 学園全体のブランディング
戦略の策定

2. 学園全体のブランディング
戦略と整合した入試広報
の充実

3. 広報宣伝費用の再編成

人事評価制度の導入
新賃金制度、インセンティブ
制度の導入

 学園全体としてのブランド戦略の推進

1. 達成している
＊学園タグライン・ロゴマークを新たに制定し、

2018年度より運用。また、学園創立80周年
広報を展開（キャンパスリニューアル、情報教
育、ICT社会教育センターなど）

2. 達成している
＊新設、再編、名称変更学部学科についての

認知広報に注力

3. 達成している
＊認知広報と募集広報の連動を図り、効果的

スケジュール・予算を策定し推進

一部達成している
＊大学教員

部署（学科）別評価に基づく賞与配分を実施
＊大学・法人職員

新等級制度および個人評価制度を導入
＊高校教職員は未導入

 寄附金の獲得強化 学園創立80周年事業募金の
実施 （累計3億円）

1. 部門別の活動計画・予算策定
と責任体制の整備、評価委員
会による評価体制の導入

２. 予算精度向上の仕組みを
整備し、黒字を常態化させる

 KPIに基づく活動計画・
予算プロセスの再構築

 キャンパスグランドデザインの立案

1. 寝屋川新キャンパス構想
の具体化

2. 高校を含めた学園全体の
中長期のキャンパスグラン
ドデザインの立案

未達成
＊2０２２年９月まで募集期間

1. 達成している
＊活動計画に基づく予算策定の仕組みを導入し、

PDCAサイクルを確立
＊活動計画に対する評価を実施し、評価内容は
学園全体で情報を共有化

２. 達成している

1. 達成している
＊寝屋川キャンパスリニューアル計画における

新棟（ＯＥＣＵイノベーションスクエア）を
2022年3月に竣工

2. 達成している
＊大学駅前キャンパスの売却を実施
＊高校校舎の耐震化率100％を実現
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